
 

 

 

  

７月 29日、鳥栖市役所において「なくそう いじめ」こども会議が行わ

れました。平成２５年より、夏休みに鳥栖市内の全小中学校の児童会、

生徒会から代表が集まり、行われている会議で、いじめ防止が大きな

テーマです。内容は、二つあり、一つは、いじめ防止や仲間つくりに対

する市内４つの中学校の取組を報告し合います。もう一つは、いじめ防

止に対する児童会・生徒会での取組についての意見交換です。ここ

では、鳥栖小・鳥栖北小・鳥栖中学校の代表で「いじめをするのはな

ぜか」ということを議題に話し合いました。理由はどうであれ、いじめは許

されない気持ちの伝え方だということを確認しました。 

 

 

                                                   

８月23日、鳥栖小学校において鳥栖中学校区３校の教師全員によ

る 3 校合同研修会を行いました。４つの部会に分かれて話し合いまし

た。 

学びつくり部会では、小

中一貫で取り組む「話し合う

活動」を取り入れた授業づくり

の成果と課題について話し合

いました。 

 

生活つくり部会では、それぞれの

学校での、校則のこと、宿題のこと、Ｓ

ＮＳに関することなど、さまざまな情報

交換を行いました。 

仲間つくり部会では、４月に実施

した全国学習状況調査の意識調査を

用いながら取組を確認し、今後の取

組について話し合いました。意識調査

から、本校区の児童・生徒に共通し

て、人の役に立ちたいと思っている割

合が高いことなど、３校共通のよさや

課題が見えてきました。 

特別支援教育部会では、特別支援教育の充実を図るため、小中

学校９カ年で一貫した指導や支援を行うことができるよう、３校で取組を

検討し共通実践することを確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学期が始まったばかり

の９月４日及び５日に、朝の

あいさつ運動を行いました。

活動したのは鳥栖小、鳥栖

北小学校それぞれ６年生の

児童会と鳥栖中学校３年

生の生徒会役員です。７：

３０～７：５０までの登校時

間に、それぞれの小学校で、

小学生と中学生が一緒に

なり、明るい笑顔で活動で

きました。 

 

 

 

 

 

 

 平成30、令和元年度の2年に渡り研究に取り組んできた、鳥栖市教

育委員会委嘱「鳥栖中学校区小中一貫教育」研究発表会を、11 月

15 日に開催しました。当日は 3 校それぞれで「算数科・数学科」、「道

徳科」、教科「日本語」の授業を公開しました。その後、鳥栖中学校で

の全体会にて研究の概

要を説明した後、「小中

一貫教育を支える集団づ

くり」について奈良教育大

学教職大学院教授の粕

谷貴志先生にご講演い

ただきました。 

 当日参加された皆様か

らのアンケートには、「グ

ループで意見を交流したり、別の意見の人の気持ちを想像して考えを

書いたりと、子どもたちが互いに理解を深めていた」「生徒が大変落ち

着いていた。」といった感想や、「教科『日本語』については広く市民に

も勉強してもらいたいと思った」「どの授業も、教師は生徒の話をよく聞い

ている。授業の事前準備が大変だろうと思った」「参観者用の教科書

があるとよかった」といったご意見をいただきました。今回確認することが

できた成果や課題を整理し、改善を図りながら今後の教育活動の推

進に取り組んでいきます。 

 
 

 

「なくそう いじめ」こども会議 ７月 29日 

３校合同研修会 ８月 23日 

中学校教科「日本語」の授業の様子 

３校の代表による意見交換の様子 

各部会の話し合い 

小中合同あいさつ運動 ９月４・５日 

鳥栖小学校のあいさつ運動の様子 鳥栖北小学校のあいさつ運動の様子 

小学生からお礼の手紙が中学生に届きました 

小中一貫教育研究発表会 11月 15日 

全体会の様子（鳥栖中学校体育館） 


